
（
髙
田
学
長
）

　

専
門
の
枠
を
超
え
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
例
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
数
理
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （2）

」

は
21
年
に
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
の
第
１
回

認
定
を
受
け
、
翌
22
年
に
は
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
学
部
学
科

に
関
わ
ら
ず
全
て
の
学
生
が
リ
テ
ラ
シ
ー

レ
ベ
ル
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
上
、
情
報

科
学
部
の
学
生
は
さ
ら
に
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
総
合
教
養
教
育
と
し
て
、

Ｅ
Ｑ
（
心
の
知
能
指
数
）
教
育
、
デ
ザ
イ

ン
シ
ン
キ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム
シ
ン
キ
ン
グ
、

や
ま
ぐ
ち
学
、
周
南
学
な
ど
多
彩
な
も
の

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

良
好
な
就
職
状
況
に
も
寄
与

　

地
域
貢
献
型
大
学
と
し
て
の
周
南
公
立

大
学
の
特
徴
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）  （3） 

に
強

く
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
の
課
題

発
見
と
解
決
に
挑
戦
す
る
実
践
的
な
学
び

の
こ
と
で
す
。「
地
域
は
学
問
の
道
場
」

と
い
う
髙
田
学
長
の
考
え

の
も
と
、
学
生
た
ち
は
地

域
に
出
て
課
題
解
決
の
達

成
感
や
失
敗
経
験
な
ど
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
面
で

も
、
地
域
は
格
好
の
学
び

の
場
と
な
り
ま
す
。
周
南

圏
域
の
企
業
と
の
協
働
に

よ
る
「
地
域
共
創
型
イ
ン

髙
たか

田
た

隆
たかし

学長
広島大学教授、理事・副学長（社会
産学連携担当）、国際口腔顎顔面病理
学会会長、日本臨床口腔病理学会理
事長などを歴任。2019年に徳山大学
学長に着任し、2022年より周南公立
大学学長・理事長。

　山口県東部地域における知と地の拠点として約50年の
歴史を持つ徳山大学が、2022年度より周南公立大学とし
て新たなスタートを切りました。地域に愛され、地域に信
頼される「地域に輝く大学」をめざす姿とし、先進的な大
学改革を展開して注目を集めています。2024年度には情
報科学部、人間健康科学部、経済経営学部への改組を行っ
たほか、地域住民にも開かれた新棟を建設するなど、教
育・研究環境もさらに充実しています。
　こうした中、2023年度の一般選抜の志願倍率は20.0
倍で、全国の国公立大学のトップになりました。また、日
本経済新聞社が調査する「大学の地域貢献度調査ランキン
グ」では、定員2000人以下の大学の中で2回連続で全国
1位になるなど、地方の公立大学ながら全国から注目を集
める大学として発展しています。

社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
資
す
る

３
学
部
５
学
科
体
制
が
ス
タ
ー
ト

地
域
貢
献
大
学
の
新
し
い
モ
デ
ル
構
築
へ

周南公立大学
〒745-8566　山口県周南市学園台843-４-２　学生支援部入試課　TEL 0834-28-5302　https://www.shunan-u.ac.jp/

公
立
大
学
と
な
り

地
域
貢
献
大
学
と
し
て
の
使
命
が
明
確
に

　

周
南
公
立
大
学
の
前
身
と
な
る
徳
山
大

学
は
、
当
時
の
徳
山
市
（
現
周
南
市
）
の

高
村
坂
彦
市
長
が
「
日
本
一
の
理
想
都

市
」
を
め
ざ
す
街
づ
く
り
の
中
核
と
し
て

大
学
を
誘
致
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
誕

生
し
た
、
公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
で
す
。

１
９
７
１
年
の
開
学
以
来
、
約
50
年
の
長

き
に
渡
り
一
貫
し
て
山
口
県
東
部
地
域
に

お
け
る
産
学
官
連
携
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
志
を
継
承
し
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
地
域
の

持
続
的
発
展
と
価
値
創
造
の
た
め
の
「
成

長
エ
ン
ジ
ン
」
と
な
る
公
立
大
学
と
し
て

２
０
２
２
年
に
誕
生
し
た
の
が
周
南
公
立

大
学
で
す
。
24
年
に
は
３
学
部
５
学
科
と

な
る
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
や
５
階
建
て
の

新
棟
の
供
用
開
始
な
ど
、
教
育
・
研
究
環

境
が
さ
ら
に
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
公
立
大
学
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

こ
と
で
、
地
域
の
た
め
の
大
学
と
い
う
本

学
の
使
命
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

周
南
地
域
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
今
後
全
国
各
地
で
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
本
学
で
学
ぶ
学
生

が
卒
業
し
、
社
会
の
中
核
を
担
う
で
あ
ろ

う
２
０
４
０
年
頃
の
社
会
予
測
と
し
て
は
、

政
府
が
提
示
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
参
考
に
議
論
を
重
ね
、
情
報
科
学
部
、

人
間
健
康
科
学
部
、
経
済
経
営
学
部
か
ら

な
る
３
学
部
５
学
科
体
制
と
す
る
こ
と
を

決
め
た
の
で
す
」

　

情
報
科
学
部
で
は
、Society5.0

時
代

に
向
け
て
文
理
融
合
・
学
部
横
断
的
な
教

育
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
力
、
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
力
、
情
報
エ
ン
ジ
ニ
ア
力
と
い
う

３
つ
の
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

人
間
健
康
科
学
部
は
、
看
護
学
科
、
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
、
福
祉
学
科
の
３
学

科
か
ら
な
り
ま
す
。
看
護
学
科
は
、
高
度

医
療
、
地
域
医
療
、
在
宅
医
療
な
ど
複

雑
・
多
様
化
す
る
医
療
体
制
の
中
で
、
最

適
な
看
護
を
実
践
で
き
る
看
護
職
者
を
養

く
で
あ
ろ
う
、
地
域
貢
献

型
大
学
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
」
と
髙
田
隆
学
長

は
語
り
ま
す
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
追
求
す
る

３
学
部
５
学
科
の

新
体
制

　

文
部
科
学
省
は
18
年
に
、

「
２
０
４
０
年
に
向
け
た

高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
  （1）

」
と
し
て
今
後

の
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

人
材
像
や
、
高
等
教
育
の

あ
る
べ
き
姿
な
ど
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
予
測
が
難

し
い
時
代
に
お
い
て
は
、
幅
広
い
知
識
・

理
解
や
技
能
を
文
理
横
断
的
に
身
に
つ
け
、

論
理
的
な
思
考
力
を
も
っ
て
社
会
を
改
善

で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の

た
め
に
、
大
学
で
は
何
を
教
え
た
か
と
い

う
大
学
側
目
線
で
は
な
く
、
ど
ん
な
こ
と

を
学
び
社
会
で
ど
う
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
学
修
者
目
線
に
立
っ
た
教
育

へ
転
換
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ

の
求
め
に
い
ち
早
く
対
応
し
た
の
が
、
周

南
公
立
大
学
の
新
し
い
３
学
部
５
学
科
体

制
で
す
。
髙
田
学
長
は
言
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
学
部
学
科
を
準
備
す
る
に
あ

た
り
、
ま
ず
は
地
域
で
ど
ん
な
人
材
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
、
周
南

地
域
の
企
業
や
団
体
な
ど
１
０
０
社
を
超

え
る
事
業
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

（1） 2040年に向けた高等教育の
グランドデザイン

　情報技術などの発展による「第４次産業革命」
や、本格的な人口減少社会の到来など、社会の
大きな変化が予想される中で、高等教育機関が
求められた役割を果たせるよう、概ね2040年頃
を見据えたこれからの時代の高等教育の将来構
想について文部科学省中央教育審議会が2018年
にとりまとめたもの。2040年とは、グランドデ
ザインが取りまとめられた2018年に誕生した子
どもが浪人・留年・休学などをせずに進級・進
学した場合に、大学を卒業する年度に相当する。

（2） 数理・データサイエンス・
AI教育プログラム

　デジタル時代の「読み・書き・そろばん」で
ある「数理・データサイエンス・AI」の基礎な
どの必要な力をすべての国民が育み、あらゆる
分野で人材が活躍する環境を構築する必要があ
るとの背景から、内閣府は「AI戦略2019」を発
表し、2025年度にリテラシーレベルで年間約
50万人、応用基礎レベルで年間25万人などを育
成する目標を掲げている。これに向けて、大
学・高等専門学校の数理データサイエンス教育
に関する正規課程教育のうち一定の条件を満た
した優れた教育プログラムを政府が認定し応援
する。
　周南公立大学は、2021年に、「学生の数理・
データサイエンス・AIへの関心を高め、適切に
理解し活用する基礎的な能力を育成する」リテ
ラシーレベルの認定を取得。2022年にはその上
の「実践的な能力を育成する」応用基礎レベル
にも認定された。

（3）  コミュニティ・ベースド・ラーニング（CBL）
　地域連携のもと地域の課題を発見し、解決法
を見出すことに挑戦する実践的な学びのこと。
CBLにより下記の能力が身につくと期待される。
１実践的な経験をもとにしたキャリア形成。２
コミュニティとの連携とネットワーク形成。３
学際的な学習の促進。４自己肯定感や使命感の
醸成。

成
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
は
長

寿
社
会
に
お
け
る
健
康
を
支
え
る
人
材
を

育
成
す
る
も
の
で
、
医
学
的
な
見
地
か
ら

学
べ
る
よ
う
、
医
師
の
教
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
福
祉
学
科
で
は
、
福
祉
と
は
今

の
状
態
よ
り
も
少
し
で
も
良
く
な
る
こ
と

と
捉
え
、
地
域
の
課
題
解
決
を
促
進
す
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

経
済
経
営
学
部
は
、
従
来
の
経
済
学
部

の
内
容
に
経
営
や
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
育

成
な
ど
の
学
び
も
加
え
、
国
際
的
な
視
野

を
持
ち
な
が
ら
地
域
社
会
の
問
題
を
解
決

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
「
本
学
の
教
育
目
標
の
１
つ
で
あ
る
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
貢
献
が
期
待
で

き
る
学
部
学
科
を
揃
え
ま
し
た
。
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
身
体
的
、
精
神
的
、

経
済
的
な
ど
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
み

な
が
幸
福
で
い
ら
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
学
の
３
学
部
５
学
科
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
と
同
時
に
、

横
断
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
地
域
社
会
の
課
題
は
複
合
的
で

解
の
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
横

断
的
な
学
び
で
複
数
の
視
点
か
ら
考
え
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
」

周南公立大学　

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で
は
３
〜
５
日
間
の
就

業
体
験
（
無
償
型
）
を
行
う
キ
ャ
リ
ア
形

成
活
動
Ⅰ
と
、
２
週
間
以
上
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
有
償
型
を
含
む
）
を
行
う

キ
ャ
リ
ア
形
成
活
動
Ⅱ
と
い
う
２
つ
の
必

修
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
学
生
か
ら
は
「
地
域
や
企
業
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
自
分
の
適
性
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
生
を
受
け
入
れ
る

企
業
側
か
ら
も
好
評
で
す
。
就
業
に
直
結

す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
奏
功
し
、
23
年
度

の
日
本
人
卒
業
生
の
国
内
就
職
率
は

１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
５
階
建
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
棟

の
新
設
に
よ
り
施
設
・
設
備
が
充
実
し
、

明
る
い
雰
囲
気
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
情
報
科
学
系
の
大
学
院
の
開
設

や
ま
ち
な
か
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の

設
置
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
構
想
し
て
い

ま
す
」
と
髙
田
学
長
が
話
す
通
り
、
周
南

公
立
大
学
は
今
最
も
成
長
著
し
い
大
学
の

１
つ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

Well-being square 開放感のあるコモンズ学生の経営するカフェ「Tierra」

新しい教室とともに学生、教職員、地域の方々の交流を育む
ウェルビーイングスクエアを備えた新校舎が2024年春に完成
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